
 

 

 

背景 

厳しい財政のなかで、公共施設のあり方が問われてきています。重複・類似・老朽化する公

共施設が多い上に、その施設内容も、計画時に考えられた機能や規模のままであり、住民が求

める機能とはその内容が乖離しつつあることが指摘されています。 

地域の公共施設は住民にとって最も身近な存在ですが、施設間の連携不足により、施設の利

用に関して偏りが生じていることも指摘されています。（例えば、学校では空き教室が目立つの

に対して、生涯学習では必要な部屋が不足していることなど） 

特に、合併市町においては、重複・類似する公共施設の統合・適正配置は住民活動の活発化

や財政運営の効率化など、合併の実効性の命運を握っているといっても過言ではありません。 

また、合併しない市町村においても、地域の財政的自立性を保っていくために、公共施設の

有効活用、管理運営の効率化が強く求められてきています。 

公共施設整備・維持に伴う財政負担を軽減し、住民ニーズに即した施設利用を促進するため、

公共施設統廃合・財政計画をご提案します。 

 

視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公共施設統廃合・財政計画 

３つの視点

●合併しない市町村 

公共施設の有効活用、管理

運営の効率化 

●合併市町 

公共施設の統合・適正配置

による合併効果の実現 

視点２ 
複合多目的施
設として改築
すべき施設を
選定し改築方
向を示します。

視点１

施設の評価に
より、統廃合す
べき施設を選
定し、再利用・
跡地利活用方
向を示します。

視点３
地区別・全地域
の新たな整備
方向を示し、財
政効果を試算
します。 
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保健・医療・福祉部門 

公共施設 
教育・文化・ｽﾎﾟｰﾂ部門

公共施設 
生活環境部門 

公共施設 
産業部門 

公共施設 

ハード面 

・施設の重複化・類似化 

・各種施設・設備の老朽化

・防災基準の変化 

・ＩＴ技術の進展 

・機能規模の変化 

ソフト面 

・住民ニーズの変化 

・時代動向の変化 

・各種施設で行われる 

事業の関係の複雑化 

・広域的な利用の拡大 

・住民参加型手法の進展

総合的見直しの必要性 

利用状況の総合的把握・評価および再配置計画

 
保健・医療 

・福祉部門 
教育・文化

・ｽﾎﾟｰﾂ部門
生活環境部門 産業部門

観光・ﾚｸﾘｴｰ

ｼｮﾝ部門

連携・融合 

全体施設

地域施設
 

公共施設

公共施設 公共施設

公共施設 

ﾌｧﾝｸｼｮﾅﾙ型配置 

融合化 

タテワリ型配置 

公共施設

公共施設の統廃合の効果 

観光・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ部門

公共施設 

地域内の公共施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステップ 

 本計画は、次のステップに沿って策定します。 

 

 

 

 

 

 

 

ステップ１ 

ステップ２ 

ステップ３ 

ステップ４ 

ステップ５ 

ステップ６ 

計
画
編 

調 

査 

編 
■社会・経済条件の現況と公共施設の位置付け把握 
○都道府県・市町村総合計画、広域事務事業など 
○公共施設の係る各種事務事業計画 
○その他関連計画 

■住民意向の把握 
○利用度・満足度調査 
○住民ニーズ 
○行政側担当窓口調査 

■現況公共施設利用の問題点と課題の整理 
○公共施設利用上の分野別、地区別の問題点の把握 
○公共施設再生のための整備課題の整理 
○未利用地の把握 

■総合評価 
○各種施設のシビルミニマムによる現況分析 
○各種施設の満足度と利用状況に関する評価 

■各種公共施設の位置づけと再配置基本計画の策定 
○各種公共施設の位置づけ 
○公共施設再生の基本方針 
○地区計画と全域計画の策定 
○各種改善計画・未利用地利用方針 

■財政効果の試算と財政計画の策定 
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